
実施報告 

日時：2025年1月16日 13:30～16:30 

会場：浦舟福祉複合施設 10階多目的室 

 

※今回は施設のインターネット設備の故障のため、Zoom中継ができず、対面のみの実施となった。 

 

１．風力発電機（金子英治） 

・重力発電機に使用中の交流発電機の発電効率向上型を風車と組み合わせて構成した風力発電機。 

・発電の原理を一通り説明後、風力発電機の組み立てを行う。標準的な風車の形は提示するが児童たち

に発電効率を上げるための工夫についていろいろとやってもらう。 

・扇子あるいはうちわであおいでLEDを点灯するほどの発電をすることができる。 

 

・コイルは800回巻き、ボビンは３Ｄプリンタでプリントアウトした。ネオジム磁石を４個使用。 

・磁石とコイルの距離をできるだけ近づける設計がしてある。 

・材料費は合計400円。体験塾参加費1000円を見込んでいる。 

・参加者からは「コイルの部分をぜひ子ども自身に巻かせたい」との意見があった。 

 

 

２．不思議なコマ（まわり続けるコマ）（津田俊治） 

・固定子に電磁石、回転子にネオジム磁石を用いて発振回路を利用して作る。電磁石がコマに取付けら

れたネオジム磁石を引いたり、退けたりしてまわり続けるコマである。 

・電磁石はミシン用のクリアボビンにボルトナットをとりつけ、0.4φのエナメル線を巻いて作る。 
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・発振回路は、ＮＰＮ型とＰＮＰ型のトランジスター２個で、コンデンサーの充放電により発振する。

可変抵抗器を通してコンンサーが充電されると、ＮＰＮ型トランジスターのベースに放電電流が流れる

ようになり、ＰＮＰ型トランジスターをスイッチングさせ電流が流れる。回路図は別紙資料を参照のこ

と。 

・回路はスケルトンケースに収め、仕組みが観察できるようにした。 

・コマが暴れないように軸受けを設けている。 

・会場参加者からは、通電しているときにＬＥＤが光るようにすれば動作がわかりやすいというアドバ

イスがあった。 

 

３．身近なコイルのインダクタンス（山本明利） 

・ＡＭラジオの設計に当たり、手巻きのコイルがどの程度のインダクタンスをもつのか実測した。 
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・使用したのは秋月電子で入手できるデジタルＬＣメーターDM-6243。 

・https://akizukidenshi.com/catalog/g/g105897/ 

・2450円と安価な測定器だが、既知のコイルを測定してみて測定値はおおむね妥当と判断した。 

・導線の束を測定しながら変形させると、面積への依存性がわかる。面積が大きくなるほどLは大きく

なるが、比例というほど大きくは依存していないようだ。 

・実測の結果は別紙資料を参照のこと。 

 

・コイルに対する感覚は工学的に実測を繰り返しながら身に付けていくのが良さそうだ。 

・手巻きで工作するような身近なコイルのL は、およそ0.1～10mH のオーダーであって、巻数N が非

常に重要なパラメータである。ソレノイドならN は二乗で効いてくる。 

 

 

４．ＡＭラジオ用可変コンデンサーの小型化（山本明利） 

・松本聡さん作の「フラットラジオ」のアイデアを参考に、藤沢市科学少年団の電気工作で使用するＡ

Ｍラジオを設計した。 

・少年団ではハンダ工作が可能なので、検波・増幅回路部分はラグ板上に組み立てることで小型化。 

・スパイダーコイルは松本さんの紙皿に巻く方法を採用した。 

・同調回路用の可変コンデンサーはすべてダイソーの安価な材料で小型化した。 

・紙皿の裏にコンデンサーを取り付け、電池ボックスをスチレンボードのグリップと一体化してうちわ

のような形状にした。 

・ダイソーのモノラルイヤホン（110円）を、ミニジャックにさし込んで聞く。 

・ＡＭラジオＩＣ UTC7642の出力をトランジスター 2SC1815L-GRで増幅している。 
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・今回の発表のポイントはこちら。可変コンデンサー部分の改良である。 

・コンデンサーを小型化するには、誘電体（絶縁体）の厚みを極力減らして容量を稼ぎ、極板面積を小

さくしたい。 

・極板はコスト面からダイソーのアルミテープ（50mm幅）とする。 

・誘電体はダイソーの「写真袋 L版」が強度的にも適当と考え、この袋にぴったりのサイズに工作用紙

をカットしてスライダーとした。 

・工作用紙の表裏往復する形でアルミテープを貼り面積を増やす。同様に写真袋の外側にも、内側電極

と向き合うようにアルミテープを貼る。写真袋は厚みやたるみが出ない構造なので、2つの極板はかな

り密着させられる。 

・リード線ははんだづけできないので、芯線をほぐして、矢印のように３カ所をセロハンテープでとめ

る。 

・完成した可変コンデンサーの容量はスライダーを一番奥までさし込んだ状態で、約 500～600pFであ

る。紙皿スパイダーコイルのインダクタンスが約 110mH なので、一番奥でＮＨＫ第一や第二が、数 cm

引き出したときにＡＦＮに同調する。 
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実施日： 2025年1月16日 時間： 13:30～16:30 会場： 浦舟福祉複合施設10階多目的室

No 発表時間
（分） 分類 提案者

1 20 体験出前 金子英治

2 20 アイデア 津田俊治

3 20 情報提供 山本明利

4 20 技術改良 山本明利

次回予告 次回のアイテム交換会は、３月２０日（木）13:30～17:00　緑区社協　多目的研修室Ⅱ　です。

アイテム交換会発表プログラム

タイトルまたはアイテム名 概　要

ＡＭラジオ用可変コンデンサー
の小型化

ＡＭラジオの同調回路用の可変コンデンサーをすべてダイソーの
安価な材料で小型化した。藤沢市科学少年団の電気工作で採用。

身近なコイルのインダクタンス

風力発電機

ＡＭラジオの工作などに使う手巻きコイルのインダクタンスなど
を実測してみた。身近なコイルのL は、およそ0.1～10mH のオー
ダーであって、巻数Nが非常に重要なパラメータである。

風力発電機を作りエネルギーの大切さを知ってもらう。

不思議なコマ
（まわり続けるコマ）

まわり続けるコマは、固定子に電磁石、回転子にネオジム磁石を
用いて発振回路を利用して作る。
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実施日： 2025年1月16日 時間： 13:30～16:30 会場： 浦舟福祉複合施設10階多目的室

No 発表時間
（分） 分類 提案者

15 体験出前 金子英治

材料 仕様 入手先 材料費 数量 備考
交流発電機 別途 工房特製 金子 350円 1 別途
風車、尾翼 厚紙 直径15㎝前後 ダイソー 110円 1
モーター台 木材 8x3x1.5cm ダイソー 15円 1
軸受け１ PLA樹脂 工房特製 アマゾン 10円 1
軸受け２ PLA樹脂 工房特製 アマゾン 5円 1
その他 ねじ、ビーズ 20円 １

ハサミ、目打ち

　　３時間 完成度（体験塾の
場合・５段階）

4 備考・参考書等

重力発電機に使用中の交流発電機の発電効率向上型を風車と組み合わせて構成したた風力発電機。
発電の原理を一通り説明後、風力発電機の組み立てを行う。標準的な風車の形は提示するが児童たちに発電
効率を上げるための工夫についていろいろとやってもらう。扇子あるいはうちわであおいでLEDを
　　　　　　　　　　　　　　　　　点灯するほどの発電をすることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　交流発電機のコスト見積もり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エナメル線　アマゾン（4700円／500gr）　20grほど　190円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネオジム磁石　　ダイソー　　　　　　　　　　　　 110円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LED（赤）　　アマゾン                             20円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLA製部品　　アマゾン（2000円／1㎏）　　10grほど　20円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10円
                                                                                合計　 400円
　　　　　　風力発電機            体験塾参加費　　1000円　予定

主な材料
（削除可）

必要な工具等
（削除可）

体験塾等を想定
した所要時間

アイテム交換会エントリーシート

タイトルまたはアイテム名 概　要

風力発電機 風力発電機を作りエネルギーの大切さを知ってもらう。

詳細説明
（別紙も可）
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実施日： 2025年1月16日 時間： 13:30～17:00 会場： 浦舟福祉総合施設１０階多目的室

No 発表時間
（分） 分類 提案者

10 アイデア 北１．津田俊治

部品名 材料 仕様 入手先 材料費 数量 備考
トランジスターＮＰＮ ２ｓｃ１８１５ 10 1
トランジスターＰＮＰ ２ＳＡ９５０ 8 1
コンデンサー ３．３μＦ５０Ｖ 10 1
可変抵抗器 １００ｋΩ 60 1

抵抗 １ｋΩ１／６Ｗ 1 1
エナメル線 φ0.4*10ｍ 640 2

　　時間 完成度（体験塾の
場合・５段階）

5 備考・参考書等

主な材料
（削除可）

必要な工具等
（削除可）

体験塾等を想定
した所要時間

アイテム交換会エントリーシート

タイトルまたはアイテム名 概　要

不思議なコマ
（まわり続けるコマ）

まわり続けるコマは、固定子に電磁石、回転子にネオジム磁石を用いて発振回路
を利用して作る。

・モーター技術・電子工作・電子工作図鑑

詳細説明
（別紙も可）

その他材料・コマ（塩ビ板１ｍｍφ５cm１枚）・ネオジム磁石4個・ボルト＆ナットＭ5*25ｍｍ2個・電池ボックス・単三電池２本

・4Ｐ平ラグ板・スイッチ1個・クリアボビン2個・ボルト＆ナットＭ3.5*5ｍｍ2個 ・角材6*6*90ｍｍ2本･取付け台（塩ビ板1ｍｍ）

１．まわり続けるコマの仕組み
まわり続けるコマは、固定子に電磁石、回転子にネオジム磁石を

用いて発振回路を利用して作る。電磁石がコマに取付けられたネオ

ジム磁石を引き合ったり、退け合ったりしてまわり続けるコマであ

る。発振回路は、ＮＰＮ型とＰＮＰ型のトランジスター２個を使っ

て、コンデンサーの充放電により発振する。可変抵抗器を通してコ

ンンサーが充電される。充電が終われば、トランジスターＮＰＮ型

のベースに放電電流が流れるようになり、トランジスターＰＮＰ型

をスイッチングさせ電流が流れる。
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不思議なコマ （まわり続けるコマ）

1．まわり続けるコマの仕組み

まわり続けるコマは、固定子に電磁石、回転子にネオジム磁石を用いて発振回路を利用して作る。電磁石が、

コマに取付けられたネオジム磁石を引き合ったり、退け合ったりしてまわり続けるコマである。発振回路は、N

PN型とPNP型のトランジスター2個を使って、コンデンサーの充放電により発振する。可変抵抗器を通して

コンデンサーが充電される。充電が終われば、 トランジスターNPN型のベースに放電電流が流れる。 トランジ

スターPNP型をスイッチングさせ電流が流れる。コンデンサーの放電が終わると、また充電を開始し、 トラン

ジスターPNP型がオフになる。これを繰り返し発振する。ここで発振した電流は電磁石を通じて、磁界が発生

する。コマにはネオジム磁石が取付けられ引き合ったり、退け合ったりしてまわり続ける。
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3．まわり続けるコマの作り方

1）固定子の電磁石(L1、L2)は、エナメル線(.0. 4mmlOml本）をクリアボビン(1個）に巻きつ

け鉄芯のM5*25mm(ボルト、ナット、座金）を取付ける。エナメル線の巻き始めと終わりは、電流の

接続用に5cIn確保し、電磁石2個を作る。電磁石のエナメル線の巻き方は2個とも同方向に巻く。

2）回転子のコマは、塩ビ板（厚さ1mm)を直径5cm円盤状に切り、ネオジム磁石巾6mm4個を等間隔に

電磁石間隔に合わせ貼りつける。コマの円盤状の中心に爪楊枝の軸のため穴(.2mm)を開ける。コマの

軸受け用に塩ビパイプ巾5mm*2mmを取付け台(B)の中央部に貼りつける。コマの回転スピードと発

振周波数を合わすために可変抵抗器で調整する。

3）取付け台は、塩ビ板寸法に合わせ取付け穴を開け回路図に従い各部材をハンダー付けで取付ける
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4．使用材料

・ トランジスター(Trl) ; 2SC1815 1個 ・トランジスター(Tr2) : 2SA950 1個

･電解コンデンサー(C1) : 3. 3↓↓F50V 1個 ・抵抗(R1) : 1kQ 1個
･可変抵抗器(VR1) : 100kQ 1個 ･4P平ラグ板: 1枚 ・エナメル線:0. 4mm*10m2本

･クリアボピン：2個 ・電磁石(L1 L2)M5*25mm(ボルト、ナット、座金) 2本

･電源スイッチ： 1個 ・ネオジム磁石: .6mm4個 ・コマ: (塩ビ板1mm.50mm1枚）

･電池ボックス： （単三2本用1個） ・単三電池；2本・ツマミ： 1個・ボルト、ナット:M3 ．5*50mm2本

･塩ビ板: 1mm厚90mm*90mm 1枚 ・塩ビ板: 1mm厚90mm*162mm 。1枚
･塩ビパイプ: ､5mm*2mm1個 ・角材6*6*90mm2本 ・配線コード；少々 ・爪楊枝: 1本

5．取付け台 （塩ビ板寸法）
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実施日： 2025年1月16日 時間： 13:30～16:30 会場： 浦舟福祉複合施設10階多目的室

No 発表時間
（分） 分類 提案者

20 情報提供 山本明利

部品名 材料 仕様 入手先 材料費 数量 備考

　　時間 完成度（体験塾の
場合・５段階）

備考・参考書等

右の写真は測定対象の例：北２松本聡さん提供の
「フラットラジオ」のスパイダーコイルと
藤沢市科学少年団バージョンのＡＭラジオ用コイル
測定は秋月電子のデジタルLCメーター DM-6243で行った。
https://akizukidenshi.com/catalog/g/g105897/
測定結果は別添資料を参照。

主な材料
（削除可）

必要な工具等
（削除可）

体験塾等を想定
した所要時間

アイテム交換会エントリーシート

タイトルまたはアイテム名 概　要

身近なコイルのインダクタンス
ＡＭラジオの工作などに使う手巻きコイルのインダクタンスなど
を実測してみた。身近なコイルのL は、およそ0.1～10mH のオー
ダーであって、巻数Nが非常に重要なパラメータである。

https://www2.hamajima.co.jp/~tenjin/labo/20
241212inductance_a_yamamoto.pdf

詳細説明
（別紙も可）
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⾝近なコイルのインダクタンス 
⼭本明利 

きっかけ 

 コイルを使った電磁石やモーターなどの教材は小学校の頃からおなじみだし、中学校でも電

磁誘導を学ぶ。生活の中でも多用されているコイルだが、なぜか高校物理ではなじみが薄い。

コイルは物理基礎では発電と送電に関して定性的に触れる程度、４単位物理でも後半の交流の

あたりでちょっと登場するだけだ。 

 最近、子ども用のラジオ工作教材を設計する必要があって、ＬＣ共振回路を少しいじったの

だが、自分自身、この歳になるまで回路素子としてのコイルのイメージがほとんどつかめてい

なかったことに気がついた。例えば手巻きコイルを巻いたとき、その自己インダクタンスＬが

どのぐらいのオーダーなのか見当もつかなかったのである。これでは教材設計ができない。 

 そこで、秋月のＬＣメーター（DM6243、\2450）を入手して、手元にあったコイルのＬを片

っ端から測ってイメージづくりをした、というのが事の始まりである。 

使用したコイルと測定結果 

 まず、ＬＣメーターが信頼に足るものかどう

か、数値の分かっている回路素子のＬを測って

みた。333J（33×103μH＝33mH）と表記のある

フェライトコアインダクターで右図のような測

定値なので、まあ妥当と判断した。 

 以下、測定してみた身近なコイルは、 

ナリカのコイルセット（鉄芯付属）（左下図） 

Ａ：200回巻き（鉄芯なし） 

 Ｂ：400回巻き（鉄芯なし） 

 Ｃ：200回巻き（鉄芯あり） 

 Ｄ：400回巻き（鉄芯あり） 

ナリカのホルマル線をリールのまま両端を引き出してコイルとしたもの（右下図右側） 

 Ｅ：ホルマル線（0.5φ、20m、コイル内径63mm、外径73mm、約90回巻き） 

ミシンの下糸用プラスチックボビンにポリウレタン線を巻いた自作コイル（右下図左側） 
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 Ｆ：自作ボビンコイル（200回巻き） 

 Ｇ：自作ボビンコイル（300回巻き） 

 Ｈ：自作ボビンコイル（500回巻き） 

 Ｉ：自作ボビンコイル（1000回巻き） 

ＰＶＣコード（ビニル導線）を束のままコイルに見立てたもの（芯線0.12φ、長さ10m、約

35回巻き）を測定しながら輪を変形 

 Ｊ：ＰＶＣコード（束のまま楕円形）短直径20mm、長直径120mm 

 Ｋ：ＰＶＣコード（束のまま長方形）短辺40mm、長辺110mm 

 Ｌ：ＰＶＣコード（束のまま正方形）１辺70mmm 

ＡＭラジオ用に自作した紙皿スパイダーコ

イル２種（ホルマル線10m使用）（右図） 

Ｍ：たんけん工房型（直径150mm丸形） 

Ｎ：科学少年団型（160×160mm正方形） 

（Ｍは約20回巻き、Ｎは約15回巻き） 

である。 

 測定結果とコイルの寸法の詳細データは

別紙１：「身近なコイルのインダクタン

ス」にまとめた。加えて、別紙２に「磁気

回路関係公式集」を収録した。以下、これ

らを参照しながら考察を加えていく。 

Lの巻数依存性 

 公式集に示すように、コイルの自己インダクタンスLは大まかに言って巻数Nの２乗に比

例する。式③ではNに比例するように見えるが、磁束ΦもNに比例するので2乗に比例とな

るわけだ。最も簡単なソレノイドの場合は高校物理でも扱い、式⑥のような表現になる。電気

工学の方面では式⑪のような書き方もするが同じ意味である。 

 巻数依存性を見るために、別紙１ではL/NとL/N2の欄を設けた。後者に注目すると、Ａと

Ｂのコイルは巻数以外のパラメータは同じなのでL/N2の値はほぼ等しくなる。ＣとＤの比較

も同様である。Ｇ，Ｈ，Ｉのグループは、同じボビンに太さの違うポリウレタン線を巻いて、

コイルの内径、外径がほぼ等しくなるように作製したコイルで、巻数だけが異なる。このグル

ープでもL/N2の値はほぼ等しくなる。これらに比べ、Ｆは同じボビンを用いているので内径

は等しいが、外径が異なる。L/N2の値が他の３つと異なるのは外径が関係していると考えら

れる。 

 このように、巻数NはLに大きく効いてくることがわかる。 

鉄芯の影響 

鉄芯の影響はＡ，ＢのグループとＣ，Ｄのグループを比較すると類推できる。同じコイルで

鉄芯のあるなしを比べると、鉄芯ありの方が６～７倍の値を示す。この値は個人的な感想とし

ては予想より小さい印象だ。もっと劇的に大きくなるかと思ったが、10倍以下のオーダーと

いうのは意外だった。 
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サイズの影響 

 サンプルとしたコイルの形状がまちまちなので、サイズへの依存性を調べるのは難しい。公

式集のソレノイドの例を見れば、Lはコイルの断面積Sに比例、長さ lに反比例となりそうだ

が、別紙１のデータで評価する限りは、サイズが大きくなればLも大きくなるという増加関

数的な傾向があることがわかる程度で、面積に比例とまでは言い切れない。 

 電気工学の本をひもとくと、断面半径aの導線を半径Rの円輪状に１回巻きしたコイル

（平面円形コイル）の自己インダクタンスは 

𝐿 ൌ 𝜇𝑅 ቀlog ଼ோ

െ 

ସ
ቁ   または  𝐿 ൌ 𝜇𝑅 ቀlog ଼ோ


െ 2ቁ  

なる式で求められるとある。前者は導線断面に一様に電流が流れる場合、後者は表皮効果が大

きい高周波の場合だそうだ。いずれにせよ括弧内を定数とみると、L は円輪の半径Rにおお

むね比例ということになる。別紙１のデータはそれを支持するようにも見える。 

コイル面積の依存性はこんな実験で調べられる。Ｊ，Ｋ，Ｌは細いビニル導線(0.12φ、長

さ10m)を束をほどかないままで導線が囲む図形を変形させてLを測定したものである。つぶ

れているときは140～150μH程度、四角く広げると180～190μH程度の値を示す（下図）。面

積に比例とも半径に比例とも言えないが、サイズに対して増加関数的な依存性があることはわ

かる。 

 ＭとＮは共に紙皿に長さ10mのホルマル線を巻いたスパイダーコイルである。前掲の図のよ

うに面積はだいぶ違うが、Lの値はそれほど差がない。サイズが大きくなった分、巻数が減っ

て相殺されているわけだが、LがRに比例するとすればつじつまが合う。 

 

まとめ 

コイルの自己インダクタンスが解析的に求められるケースはかなり限られる。ソレノイド以

外は高校物理の手には負えない。ソレノイドも十分長い場合を除いては厳密な議論ができない

から、つまるところ実際に測ってみるほかはない。コイルに対する感覚は工学的に実測を繰り

返しながら身に付けていくのが良さそうだ。今回の一連の測定で実感したことは、手巻きで工

作するような身近なコイルのLは、およそ0.1～10mHのオーダーであって、巻数Nが非常に

重要なパラメータであるということだった。 
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別紙２：磁気回路関係公式集 

ファラデーの法則 𝑉 ൌ െ𝑁 ௗః

ௗ௧
   （N：巻数、Φ：磁束）     ① 

自己誘導の式 𝑉 ൌ െ𝐿 ௗூ

ௗ௧
   （L:自己インダクタンス、I：電流）② 

これらから 𝑁𝛷 ൌ 𝐿𝐼   （NΦを磁束鎖交数という）       ③ 

 

例：ソレノイドの場合 （N：巻数、n：巻数密度、ｌ：長さ、S：断面積） 

  磁束密度 𝐵 ൌ 𝜇𝑛𝐼                    ④ 

  磁束   𝛷 ൌ 𝐵𝑆＝𝜇𝑛𝑆𝐼                   ⑤ 

  自己インダクタンス  𝐿 ൌ ேః

ூ
ൌμ𝑛ଶ𝑙𝑆 ൌ ఓேమௌ


        ⑥ 

  ※トロイダルコイルも同じ式になる。 

                        （電流回路のアナロジー） 

ホプキンソンの法則 𝐹 ൌ 𝑅𝛷  ⑦  ⇔   𝑉 ൌ 𝑅𝐼 オームの法則 

  Fm：起磁力 (A)  𝐹 ൌ  𝐻𝑑𝑙

  Rm：磁気抵抗（リラクタンス）(A/Wb) 

  P=1/ Rm：パーミアンス (H)   ⑧   ⇔   𝜎 ൌ 1/𝑅 コンダクタンス(S) 

 

例：ソレノイドの場合          

 𝐹 ൌ 𝐻𝑑𝑙 ൌ 𝑛𝐼𝑙 ൌ 𝑁𝐼     ⑨ 

 𝑅＝
ேூ

ః
ൌ ூ

ఓௌூ
ൌ 

ఓௌ
     ⑩  ⇔   𝑅 ൌ ఘ

ௌ
 直流抵抗 

 𝐿 ൌ ఓேమௌ


ൌ ேమ

ோ
  ⑪  インダクタンスは巻数の二乗に比例、磁気抵抗に反比例 
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実施日： 2025年1月16日 時間： 13:30～16:30 会場： 浦舟福祉複合施設10階多目的室

No 発表時間
（分） 分類 提案者

10 技術改良 山本明利

部品名 材料 仕様 入手先 材料費 数量 備考
外側電極 アルミテープ 幅50mm ダイソー 50mm×260mm

誘電体(絶縁) 写真袋Ｌ判 Ｌサイズ ダイソー 40枚入り110円 1袋
内側電極 アルミテープ 幅50mm ダイソー 50mm×250mm
スライダー 工作用紙 90mm×150mm ダイソー 1枚
リード線 ビニルコード 10cmと30cmセロハンテー

プ リード線を固定

　　時間 完成度（体験塾の
場合・５段階）

備考・参考書等

主な材料
（削除可）

必要な工具等
（削除可）

体験塾等を想定
した所要時間

アイテム交換会エントリーシート

タイトルまたはアイテム名 概　要

ＡＭラジオ用可変コンデンサー
の小型化

ＡＭラジオの同調回路用の可変コンデンサーをすべてダイソーの
安価な材料で小型化した。藤沢市科学少年団の電気工作で採用。

詳細説明
（別紙も可）
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